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実
酉
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四
日

水
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衛
門
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兵

衛
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今
村
衣
郎
左
衛
門
殿

松

宮

吉

之

佑

隈

或
は
臼
〈
、
蝋
燭
は
食
品
に
非
宇
と
い
へ

E
も
・
往
品
目
蝋
燭
に
火
薬

を
加
へ
、
放
火
の
害
を
た
し
た
り
。
故
に
蝋
燭
座
を
置
き
て
製
治
方

を
吟
味
し
、
他
園
入
の
蝋
燭
を
禁
止
せ
ら
れ
た
り
と
い
ひ
停
へ
た

り
。
さ
れ
ば
豆
腐
座
を
置
か
れ
た
る
も
、
豆
腐
は
食
品
に
て
)
製
治

の
ま
L
食
用
と
す
る
も
の
・
な
る
が
故
K
.
製
鐙
方
を
吟
味
せ
し
め
ん

た
め
に
豆
腐
座
を
置
き
、
勝
手
次
第
に
製
遣
す
る
事
を
停
止
せ
ら
れ

し
か
ど
、
寛
文
六
年
十
一
月
よ
り
商
質
人
勝
手
・
次
第
に
一
製
治
方
を
菟

許
せ
ら
れ
た
る
た
り
。
但
し
鵠
賓
の
者
共
は
、
製
諸
方
不
吟
味
に
て
、

不
埼
の
族
た
ど
た
き
に
し
も
あ
ら
宇
。
殊
に
何
れ
の
豆
腐
屋
に
て
の

製
造
と
い
ふ
事
も
判
然
せ
さ
る
が
ゆ
ゑ
に
‘
元
総
六
年
三
月
諦
費
豆

ー

腐
の
分
は
停
止
せ
ら
れ
し
と
ぞ
。
往
昔
は
都
て
食
品
の
製
遺
物
は
、

甚
だ
吟
味
方
般
霊
た
り
し
事
、
是
等
に
て
知
ら
れ
た
り
。
然
る
に
共

の
後
は
温
三
相
様
の
取
締
り
寛
に
相
成
り
・
高
づ
の
食
物
等
平
賀
指

解
に
相
成
る
に
随
ひ
、
豆
腐
臨
左

E
も
磁
の
縮
り
を
解
か
れ
.
遂
に

鹿
せ
ら
れ
た
る
注
り
と
見
ゆ
れ
ど
、
そ
の
陵
止
の
年
揺
は
未
だ
鮮
か

な
ら
告
1
0

。
法
般
寺
奮
地

三
登
記
に
云
ふ
。
寛
永
八
年
間
月
十
四
日
詩
編
院
殿
御
葬
迭
の
友
塚

も
い
ま
だ
納
ま
ら
宇
。
番
人
を
付
け
置
か
る
L
鹿
‘
大
風
吹
き
、
天

気
も
能
く
‘
か
ら
風
に
て
世
間
も
騒
敷
思
ふ
鹿
に
、
巳
の
刻
頃
犀
川

橋
爪
法
般
寺
の
門
前
町
政
軒
の
聞
に
火
を
は
さ
み
焼
け
上
り
て
、
法

般
寺
の
薬
師
堂
に
も
え
付
き
.
客
殿
・
庫
裏
に
移
り
‘
河
原
町
一
面
に

火
と
成
る
。
南
風
強
〈
.
中
河
原
の
大
橋
を
焼
落
し
、
本
町
よ
り
東

を
さ
し
て
惣
樽
の
外
は
立
町
よ
り
焼
掛
云
々
。
法
結
寺
権
審
上
人
は

火
本
怠
れ
ば
と

τ、
錨
舎
被
a
仰
付
一
扱
門
前
之
者
吟
味
之
庭
、
互
に

挙
ひ
に
成
り
、
武
騎
の
家
主
も
錨
合
被
昌
仰
付
-
底
、
火
付
け
露
瀬
し
、

泉
野
に
て
火
罪
に
蕗
せ
ら
れ
、
共
後
法
姑
寺
住
持
範
舎
御
赦
菟
、
門

前
の
火
本
は
武
人
-
な
が
ら
御
遺
放
に
成
り
、
法
舶
寺
に
は
犀
川
の
下
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に
て
河
原
を
寺
屋
敷
に
被
v
下
け
り
。
と
あ
り
。
法
般
寺
由
来
替
に
、

開
組
念
品
世
上
入
、
瑞
能
公
御
意
を
以
て
三
輪
法
受
母
俄
養
子
坊
主
に

被
ν
命
‘
共
由
絡
を
以
、
瑞
龍
公
営
地
御
在
誠
之
頃
、
犀
川
橋
爪
に
於

て
寺
地
拝
領
被
ι
仰
付
吋
と
あ
り
。
今
寺
停
に
、
奮
寺
屋
敷
は
今
一
宮
ふ

五
枚
町
よ
り
古
寺
町
へ
入
込
む
角
漣
の
邸
地
に
て
、
門
前
地
も
少
し

〈
有
り
た
る
よ
し
い
ひ
停
ム
。
と
い
へ
り
。

。
大
野
溺
木

五
枚
町
の
町
尻
と
侮
馬
町
の
入
口
と
の
間
怠
る
瀬
木
を
ぽ
、
大
野
瀬

木
と
呼
び
て
、
犀
川
の
流
を
塞
き
入
れ
、
川
下
大
野
村
等
教
村
の
用

水
と
な
し
‘
大
野
一
一
郷
の
岡
地
を
ば
養
へ
り
。
故
陀
大
身
瀬
木
と
呼

ぺ
り
。
其
の
用
水
川
を
鬼
川
と
い
ひ
、
或
は
御
荷
川
と
も
書
け
り
。

此
の
川
の
事
は
下
文
民
記
載
す
。

。

古

寺

町

此
の
町
は
、
往
昔
は
河
原
町
と
稽
し
‘
一
町
皆
寺
屋
敷
也
。
然
る
を

利
常
卿
の
時
、
悉
く
泉
野
寺
町
ヘ
移
縛
を
命
ぜ
ら
れ
、
跡
地
は
鰭
士

の
邸
地
に
賜
は
り
、
夫
れ
よ
り
古
寺
町
と
稀
す
と
い
へ
り
。
按
宇
る

に
、
此
の
地
の
寺
院
共
に
一
時
地
を
命
ぜ
ら
れ
し
事
は
、
三
登
記
に
、

元
和
二
年
の
頃
瀦
奥
右
衛
門
と
云
ふ
入
、
石
川
・
河
北
岡
部
裁
許
を
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